
明
治
初
期
、
東
京
大
学
医
学
部
の
御
雇
教
師
に
よ
り
各
科
講
義
録
が
つ
く
ら
れ
、
そ
れ
ら
一
部
は
翻
訳
可

（
一
、
一
一
、
一
一
一
）

書
に
使
わ
れ
て
い
た
。
著
者
は
か
っ
て
、
う
ち
二
、
三
を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
御
雇
教
師
が
用
い
た
盾

（
一
一
一
）

が
現
存
し
て
お
り
、
か
つ
そ
れ
ら
テ
キ
ス
ト
の
種
本
が
明
ら
か
な
も
の
も
あ
る
。

（
四
）

さ
て
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
来
日
し
た
外
科
教
師
シ
ュ
ル
ッ
ェ
（
弓
罠
の
言
肪
の
冒
冒
①
ゞ
鹿
ち
～
勗
匿
）

い
る
の
で
、
以
下
紹
介
し
た
い
。

③
貴
と
一
掃
日
①
旨
の
。
寓
目
侭
昂●

や
や

⑥
倉
く
（
）
鼻
国
凋
①
号
扁
已
億
四
貝

シ
ュ
ル
ッ
ェ
の
外
科
通
論
テ
キ
ス
ト
の
う
ち
、
著
者
が
管
見
し
え
た
の
は
次
の
二
書
で
あ
る
。

は
じ
め
に

シ
ュ
ル
ッ
ェ
の
「
外
科
通
論
」

御
雇
教
師
シ
ュ
ル
ッ
ェ
の
「
外
科
通
論
」

Ｉ
明
治
初
期
教
科
書
使
用
状
況
一
斑
Ｉ

■

、
室
頤
四
国
①
旨
］
①

○
一
〕
胃
巨
肖
胴
耐
》
〉
》
胃
ｍ
ｍ
Ｃ

そ
れ
ら
一
部
は
翻
訳
刊
行
さ
れ
て
各
地
医
学
校
で
教
科

御
雇
教
師
が
用
い
た
原
文
テ
キ
ス
ト
（
以
下
、
テ
キ
ス
ト
）

熱
鑪
鴬
蟻
一
一
一
一
靴
嗜
篶
平
成
四
年
三
月
三
日
受
付

小の
場
合
も
テ
キ
ス
ト
が
残
っ
て

関

恒

雄
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【
吋
四
昌
斥
ゴ
里
扇
己
・
国
三
口
の
穴
①
言
ロ
ロ
・
の
①
ゴ
ロ
①
国

③
と
⑥
の
全
体
の
構
成
、
順
序
は
殆
ど
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
⑥
に
は
【

欠
け
て
い
る
の
か
、
該
テ
キ
ス
ト
が
通
し
頁
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
が

と
に
な
る
。
）
ま
た
⑥
は
③
よ
り
部
分
的
に
詳
し
か
っ
た
り
加
筆
が
あ
っ
た
り
、

う
ち
＠
は
筆
記
（
写
）
本
で
あ
り
、
シ
ュ

ろ
う
）
で
あ
る
。
⑥
は
活
版
本
で
あ
る
が
、

ェ
講
義
の
旨
明
記
し
て
あ
る
。
い
ず
れ
も
、

、
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
〔

序
は
変
え
て
い
な
い
。

【
国
己
江
吊
詳
①
国
・
田
，
ｚ
国
ぐ
①
画

禺
内
局
四
目
ズ
ゴ
①
茸
旬
邑
旦
の
Ｒ
‐
用
ハ
ロ
Ｃ
Ｏ
写
の
ご

用
内
門
口
］
ニ
ユ
〕
①
茸
①
ロ
Ｑ
①
目
、
（
〕
①
一
①
ご
戸
①

ぐ
ｇ
］
・
田
〕
四
目
昌
閃
四
〕

【
『
四
国
江
〕
里
蔚
国
・
①
の
国
冒
Ｑ
①
頤
①
湧
吊
す
①
の

屍
呂
画
己
島
国
蔚
口
・
閏
国
曾
再

ご
ｇ
〕
・
田
．
両
具
凰
冒
９
日
ぬ

く
①
ユ
２
国
旨
胸
①
ロ
》
Ｆ
餌
朋
］
○
口
四
〕
》
弓
吋
四
巨
日
四
］

く
Ｃ
己
・
曾
一
⑦
①
駕
画
言
昌
鷺
①
国
（
己
①
［
Ｑ
①
二
戸
『
曽
詩
壷
呉
房
ロ
（
）
侭
四
目
の
］
①
風
①
己
ｚ
①
昌
昌
日
日
、
の
弓

〔
両
一
三
四
口
言
い
〕

ル
ッ
ェ
講
義
云
々
等
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。
奈
良
坂
源
一
郎
の
旧
蔵
（
た
ぶ
ん
同
人
筆
記
で
あ

ト
ビ
ラ
は
旧
蔵
者
（
川
原
汎
）
の
手
書
き
で
あ
り
、
東
京
大
学
医
学
部
外
科
眼
科
教
授
シ
ュ
ル
ッ

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
で
あ
る
。

〕
内
は
著
者
加
筆
）
。
適
宜
タ
イ
ト
ル
を
簡
略
化
し
た
り
ス
ペ
リ
ン
グ
を
直
し
た
り
は
し
た
が
、
順

号
局
困
色
目
の
章
が
抜
け
て
い
る
。
（
偶
々
川
原
旧
蔵
本
の
み
が

川
原
が
付
し
た
仮
通
し
頁
か
ら
み
る
と
元
々
含
ま
れ
て
い
な
い
こ

改
訂
版
（
逆
に
い
え
ば
＠
は
要
約
筆
記
本
）
の
感
が
あ
る
。
例
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え
ば
、
第
一
章
：
胃
同
旨
自
侭
ご
中
の
ど
己
の
①
目
の
ｇ
①
呼
冨
国
号
目
”
（
リ
ス
タ
ー
法
）
は
、
の
方
は
極
め
て
簡
単
で
あ
る
が
、
⑥
で
は
具

体
的
に
手
技
調
合
法
ま
で
書
い
て
あ
る
。

さ
て
、
シ
ユ
北

石
黒
に
よ
る
宝

る
こ
と
に
な
る
。

＠
『
外
科
通
論
」
巻
之
一
～
五
（
四
冊
に
分
冊
）
、
活
版
和
装
、
書
誌
事
項
な
し

⑥
「
外
科
通
論
」
巻
之
一
～
五
（
一
冊
に
合
冊
）
、
活
版
洋
改
装
、
書
誌
事
項
な
し

、
山
崎
元
脩
、
石
黒
宇
宙
治
訳
（
長
谷
川
泰
園
、
「
朱
氏
外
科
通
論
」
巻
之
上
・
中
・
下
、
島
村
利
助
発
見
、
一
八
八
四

こ
れ
ら
翻
訳
本
と
テ
キ
ス
ト
を
照
合
す
る
と
、
＠
は
＠
を
、
③
⑤
は
⑤
を
、
そ
れ
ぞ
れ
全
文
訳
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
．
。
、

に
は
前
記
の
ご
と
く
、
訳
者
、
発
行
（
発
乞
者
、
刊
年
等
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
（
図
１
，
２
）
。
た
だ
し
偶
々
＠
の
各
冊
の
下
小
口
に
は

外
科
通
論
老
之
一

總
論

外
科
畢
卜
内
科
學
ト
ノ
充
分
ナ
レ
瞳
域
チ
定
ム
ル
笹
夕
難
シ
此
二
科
ノ
開
係
頗

ル
親
密
ナ
ル
チ
以
予
方
今
ノ
隼
文
ニ
テ
ハ
決
〆
判
然
夕
止
境
界
ナ
シ
ト
雌
疋
一

般
一
一
此
外
科
梁
ハ
吾
人
知
冊
機
ノ
及
フ
所
或
ハ
器
械
的
ノ
施
術
二
由
テ
治
癒
二

趣
刀
ン
ゞ
ム
ル
体
部
ノ
諸
痕
患
チ
總
括
ス
ル
者
ナ
リ
然
ン
此
外
科
迦
論
ハ
身
体
各

細
織
ノ
疾
患
形
胱
性
蘭
チ
詞
シ
外
科
各
論
〈
身
休
講
部
ノ
疾
患
テ
各
論
ス
ル
港

ナ
リ

○
第
一
淵
倣
街
率
罐
一
皐
胞
”
》
｜
守
十
オ
ー

蛾
衝
く
河
恵
及
上
全
身
症
撒
チ
呈
〆
心
者
ニ
ノ
其
局
慮
症
競
二
息
ユ
ル
者
か

〔
｜
〕
赤
色
抑
皿
ポ
ハ
〃
叩
液
多
愈
二
該
部
二
噸
慨
ス
ル
ョ
リ
來
心
者
ニ
ン
叩
十
充
血

一
カ
ー

韮
釧
界
平
搾
瓠
極
是
ナ
リ
〔
二
）
熱
灼
ロ
ル
ハ
炎
邦
二
於
テ
熱
セ
ル
血
液
ノ
噛
多

。
■
’
１
’
・
Ｇ
Ｉ
１
１
１
ｌ
‐
‐
‐
Ｉ
‐
１
１
１
１
Ⅱ
■
’
’
’
１
４
ｑ
ｄ
ｊ
Ｊ
Ｉ
‐
１
１
！
◇
Ｌ
・
１
，
６
．
０
１
１
１
１
’
１
１
１
‐
Ｉ
１
ｑ
■
１
１
１
！
■
ｑ

、
隅
へ
い
心
◇
Ｆ
１
、
１
．

シ
ュ
ル
ッ
エ
の
該
テ
キ
ス
ト
は
翻
訳
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
医
学
校
で
広
く
教
科
書
に
使
わ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
下
記
（
、
）
山
崎
、

（
五
）

る
「
朱
氏
外
科
通
論
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
他
に
も
訳
本
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
下
記
一
二
種
類
が
現
存
す

,l

il

ll

図｜「外科通論』(シユルツエ講か）

第｜頁

ノ
四
係
飢
ル
観
密
ナ
レ
ヲ
以
予
方
今
ノ
果
女
ユ
テ
《
次
〃
列
厩
ク
ル
ー

外
科
迦
論
巷
之
一

誘
導
編

外
科
皐
卜
内
科
県
ト
ノ
充
分
十
ル
区
壌
予
定
ム
バ
甚
夕
塾
〃
此
二
科

塊
界
十
シ
ト
銀
に
一
般
二
既
外
科
昂
《
吾
人
知
畳
楓
ノ
及
フ
屑
或
釦

器
械
的
ノ
施
術
星
由
テ
治
錘
毎
蝿
ガ
シ
ム
ル
体
鉦
ノ
渚
疾
思
チ
葛
括

ス
ル
者
十
９
然
〃
此
外
科
迩
鐘
《
外
科
・
蟹
・
要
十
ル
疾
患
諸
症
ヲ
樽

勘
シ
且
シ
其
ノ
紳
別
画
身
体
各
紐
織
ヲ
佼
又
君
チ
研
究
ス
ル
ノ
畢
夕
’

９
外
科
冬
沿
ハ
身
翅
嵩
卸
ノ
外
科
的
疾
患
ヲ
各
酋
メ
ル
者
十
０

○
第
一
輔
炎
『
二
二
》
§
．
言
三
。
夛
丙
一
曇
一
画
．

ｆ
《
局
園
及
迄
全
身
症
欺
ヲ
皇
・
入
少
者
ニ
ノ
鼬
鴬
井
局
歴
症
服
二
局

ス
ル
者
ハ
四
個
ノ
基
症
状
即
十
赤
色
・
彊
起
・
灼
怒
及
巳
癖
癌
之
ナ
リ

ニ
〕
赤
色
一
｛
二
一
６
『
血
液
多
量
即
令
充
血
』
べ
し
。
起
因
爽
呼
１
盲
｛

図2「外科通論』(書誌事項なし）

第｜頁
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前
述
の
ご
と
く
、
テ
キ
ス
ト
＠
は
愛
知
医
学
校
教
諭
奈
良
坂
源
一
郎
萌
治
十
四
年
東
京
大
学
医
学
部
卒
）
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。
一
応
彼
が
筆

（
四
、
六
）

写
し
た
も
の
と
す
る
と
、
＠
は
彼
が
三
等
本
科
生
、
即
ち
明
治
十
一
～
十
二
年
に
受
講
し
た
こ
と
に
な
る
。

⑥
も
旧
蔵
者
同
校
教
諭
川
原
汎
（
明
治
十
六
年
卒
）
の
三
等
本
科
生
当
時
の
受
講
本
と
す
れ
ば
、
明
治
十
三
～
十
四
年
受
講
と
な
り
、
ト
ビ

ラ
の
一
八
八
○
年
と
合
致
す
る
。
即
ち
、
シ
ュ
ル
ッ
ェ
は
明
治
十
三
年
十
二
月
よ
り
十
四
年
五
月
に
至
る
冬
半
期
に
「
外
科
総
論
中
ノ
倣
衝

（
四
）

創
傷
及
上
腫
瘤
篇
」
を
三
等
本
科
生
に
講
じ
た
。
彼
は
同
十
四
年
五
月
に
帰
国
す
る
か
ら
、
川
原
ら
は
途
中
ま
で
彼
に
習
っ
た
こ
と
に
な
る
。

総
論
の
残
り
（
約
％
）
と
各
論
は
後
任
の
ス
ク
リ
バ
に
習
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
川
原
ら
の
ク
ラ
ス
の
卒
業
証
言
（
明
治
十
六
年
七
月
）
に
は
「
外

科
病
床
実
験
外
科
論
理
眼
科
学
」
担
当
者
（
合
格
判
定
者
）
と
し
て
、
ス
ク
リ
バ
の
サ
イ
ン
が
な
さ
れ
て
い
る
（
川
俣
昭
男
氏
提
供
）
。

（
四
）

シ
ュ
ル
ッ
ェ
の
テ
キ
ス
ト
⑥
は
明
治
十
七
年
翻
訳
出
版
さ
れ
た
。
訳
者
山
崎
元
脩
（
玄
修
）
は
明
治
九
年
東
京
医
学
校
卒
、
石
黒
は
同
十
二

（
七
）

年
東
京
大
学
医
学
部
卒
（
つ
ま
り
初
の
医
学
士
の
一
人
）
、
い
ず
れ
も
長
谷
川
と
同
郷
の
内
弟
子
で
あ
り
、
勿
論
シ
ュ
ル
ッ
ェ
の
教
え
子
で
あ
る
。

二
人
と
も
当
時
長
谷
川
の
済
生
学
舎
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
。
明
治
二
十
年
頃
の
同
校
の
規
程
に
よ
る
と
、
「
外
科
通
論
」
の
教
科
用
図
書
に

（
五
）

は
『
朱
氏
外
科
通
論
」
三
冊
（
明
治
十
七
年
五
月
刊
）
が
挙
げ
て
あ
る
。

訳
本
の
③
と
＠
と
を
比
較
す
る
と
、
同
一
人
に
よ
る
翻
訳
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
述
の
ご
と
く
＠
は
、
の
、
、
⑨
は
⑥
の
訳
本
で
あ
る
。

そ
し
て
、
、
④
、
、
の
順
に
出
来
た
こ
と
は
、
訳
語
用
語
な
ど
か
ら
も
推
断
で
き
る
。
例
え
ば
、
＠
の
「
峨
衝
」
が
⑥
⑤
で
は
「
炎
」
出
旨
の
昌
○
で
三
①

が
＠
で
は
「
細
胞
質
ノ
滋
養
過
多
」
、
＠
⑨
で
は
「
組
織
新
生
」
、
、
の
「
ヒ
ル
セ
ウ
氏
」
が
⑥
⑤
で
は
「
ヒ
ル
シ
ャ
ウ
氏
」
な
ど
。
ま
た
＠

で
は
重
さ
を
３
や
弓
に
換
算
（
併
用
）
し
て
い
る
。

「
大
学
校
外
通
」
と
記
さ
れ
、
う
ち
一
冊
の
見
返
し
に
は
「
東
京
大
学
医
学
部
外
科
教
師
シ
ュ
ル
ッ
氏
外
科
総
論
メ
モ
ラ
ン
ド
ム
訳
外

科
通
論
」
と
、
ト
ビ
ラ
風
に
記
さ
れ
て
い
る
。

検

討
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で
は
、
な
ぜ
の
澪
。
に
原
著
者
、
訳
者
名
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
苦
労
し
て
漸
く
翻
訳
し
た
も
の
に
、
わ
ざ
と
名
前
を
伏

し
て
刊
行
し
た
か
ら
に
は
何
か
事
情
が
あ
ろ
う
。
察
す
る
に
、
訳
者
（
山
崎
ら
と
仮
定
し
て
）
は
済
生
学
舎
や
（
神
田
小
川
町
の
）
東
亜
医
学
校

で
教
科
書
と
し
て
使
用
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
の
ち
シ
ュ
ル
ッ
ェ
の
許
可
を
得
て
（
或
い
は
帰
国
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
）
正

（
八
）

式
に
堂
々
と
名
前
を
出
し
て
出
版
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
辺
の
推
測
は
確
か
な
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
シ
ュ
ル

当
時
、
各
地
の
医
学
校
で
は
佐
藤
進
の
『
外
科
通
論
」
の
一
方
、
シ
ュ
ル
ッ
ェ
の
教
え
子
た
ち
が
彼
の
講
義
録
や
「
朱
氏
外
科
通
論
』
を

教
科
書
と
し
て
用
い
て
い
た
（
例
え
ば
明
治
十
年
代
の
「
文
部
省
日
誌
」
参
照
）
。
い
わ
ば
当
時
の
教
科
書
を
二
分
し
て
い
た
佐
藤
の
教
科
書
は
、

彼
の
師
ビ
ル
ロ
ー
ト
の
そ
れ
を
訳
蟇
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
外
科
の
教
科
言
と
い
え
ば
弓
・
國
皀
３
９
の
↑
《
目
①
邑
鴨
日
凰
］
吊
呂
寓
目
四
月
意

思
昏
○
さ
四
①
巨
己
弓
馬
国
且
の
ど
が
抽
ん
で
て
い
た
。

上
記
の
ご
と
く
佐
藤
の
本
二
八
七
六
～
八
○
刊
）
は
ビ
ル
ロ
ー
ト
の
教
科
書
（
六
版
、
一
八
七
四
）
を
訳
墓
し
た
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
シ

ュ
ル
ッ
ェ
は
誰
の
教
科
吉
を
直
接
参
照
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
即
ち
、
種
本
は
何
で
あ
ろ
う
か
（
常
識
的
に
彼
の
全
く
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
は
考
え
ら

れ
な
い
）
。
第
七
版
（
一
八
七
五
）
、
第
八
版
（
一
八
七
六
）
を
見
た
限
り
で
は
ビ
ル
ロ
ー
ト
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
足
立
寛
の
訳
し
た

『
彪
氏
外
科
通
論
」
の
原
著
○
函
①
具
①
門
の
農
⑦
冒
目
吋
局
号
禺
○
冨
禺
貝
哩
①
葛
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

シ
ュ
ル
ッ
ェ
の
師
バ
ル
デ
レ
ー
ベ
ン
（
Ｐ
Ｑ
昌
厩
ａ
巴
８
９
】
屍
届
～
屍
謂
》
シ
ャ
リ
テ
教
授
）
の
震
斥
冑
冒
８
号
【
○
三
昌
侭
肘
匡
且

Ｏ
Ｒ
Ｈ
ｇ
５
己
の
房
胃
の
爵
面
シ
昌
一
．
（
屍
急
～
雪
）
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
上
記
二
言
よ
り
は
類
似
の
度
合
は
大
で
あ
る
。
国
國
ａ
①
一
ｇ
ｇ
は
冒
頭
に

倉
卑
○
一
①
唱
）
日
ｇ
理
．
を
置
き
頁
を
か
な
り
割
い
て
い
る
が
、
第
一
編
《
《
ぐ
８
号
目
の
ご
『
昌
四
の
９
２
閑
『
目
喜
①
嚴
己
目
シ
后
①
目
①
ヨ
①
ロ
〕
ゞ
は

国
〕
同
旨
目
侭
に
始
ま
り
印
四
目
》
ｚ
①
号
旨
巨
眉
ｇ
》
・
・
・
…
と
続
く
。
第
二
編
は
嗣
国
口
唇
①
胃
ご
号
の
四
画
目
］
【
．
号
め
國
且
①
鴨
言
ｇ
①
の
）
【
・

号
【
シ
『
扇
１
①
ご
↓
．
：
…
と
続
き
、
閑
．
号
吋
冨
巨
爵
①
冒
口
．
艀
冒
①
己
で
終
る
（
図
３
，
４
）
。

勿
論
、
文
章
が
同
じ
で
は
な
く
、
内
容
（
分
量
）
も
約
半
分
以
下
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
章
の
組
立
て
、
順
序
等
、
さ
ら
に
見
出
し
や
穴
里

〆
、
陛
当

へ
市
ｕ
ゴ
ー

ッ
ェ
自
身
も
語
っ
て
は
い
な
い
。
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と
な
る
語
も
、
所
々
比
較
し
た
限
り
に
お
い
て
大
方
一
致
す

る
。
た
だ
し
バ
ル
デ
レ
ー
ベ
ン
に
は
リ
ス
タ
ー
法
の
記
載
が

な
い
（
年
代
か
ら
い
っ
て
当
然
で
あ
る
が
）
な
ど
、
異
る
点
も
勿

論
あ
る
。
ま
た
、
後
半
に
お
い
て
両
者
の
違
い
が
目
立
つ
。

な
お
、
本
書
は
第
六
版
が
一
八
七
○
～
七
二
年
に
、
第
七

版
が
一
八
七
四
～
七
六
年
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ル
ッ

ェ
が
（
彼
が
本
書
を
手
本
に
し
た
と
仮
定
し
て
）
ど
の
版
を
使
っ

た
の
か
は
、
各
版
を
全
て
閲
覧
し
得
な
か
っ
た
の
で
断
定
は

避
け
た
い
。

し
か
し
、
元
来
、
教
科
書
と
い
う
も
の
は
内
容
や
順
序
に

そ
れ
ほ
ど
大
差
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
該
テ
キ
ス
ト
も
部
分

的
に
は
む
し
ろ
ビ
ル
ロ
ー
ト
に
類
似
し
た
箇
所
も
見
出
さ
れ

る
。
と
も
か
く
、
管
見
の
限
り
に
お
い
て
、
シ
ュ
ル
ッ
ェ
は

シ
ャ
リ
テ
で
の
師
パ
ル
デ
レ
ー
ベ
ン
の
教
科
書
な
ど
を
基
に

し
て
自
分
の
テ
キ
ス
ト
を
編
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
シ
ュ
ル
ッ
ェ
の
評
判
（
ひ
い
て
は
彼
の
力
量
）

は
、
前
任
者
ミ
ュ
ラ
ー
や
後
任
の
ス
ク
リ
バ
の
中
に
あ
っ
て
、

ど
う
も
芳
し
く
な
い
。
そ
れ
は
多
分
に
、
石
黒
忠
惠
や
北
里

柴
三
郎
の
語
る
森
鴎
外
ら
に
係
る
逸
話
に
拠
る
も
の
と
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（
九
、
一
○
）

思
わ
れ
る
。
一
方
、
阿
知
波
は
詳
細
な
実
証
に
よ
り
シ
ュ
ル
ッ
ェ
の
外
科
を
高
く
評
価
し
、
か
つ
極
め
て
説
得
力
あ
る
博
識
を
も
っ
て
、
彼

（
一
一
）
（
一
一
）

（
の
時
代
）
の
外
科
を
本
邦
外
科
学
史
上
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
該
論
文
は
氏
の
論
文
集
に
も
再
録
さ
れ
て
広
く
知
ら
れ
る
の
で
繰
り
返
さ
な

い
が
、
リ
ス
タ
ー
法
と
麻
酔
法
（
と
り
わ
け
局
麻
の
出
現
）
、
病
理
解
剖
、
さ
ら
に
組
織
学
的
検
索
の
発
展
な
ど
に
よ
り
、
腹
部
外
科
へ
と
道
が

拓
け
た
点
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
氏
は
な
ぜ
か
シ
ュ
ル
ッ
ェ
の
テ
キ
ス
ト
も
そ
れ
ら
訳
本
も
全
く
取
上
げ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
、
バ
ル

デ
レ
ー
ベ
ン
の
教
科
書
の
紹
介
も
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
該
教
科
書
が
わ
が
国
で
翻
訳
出
版
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
も
関
係
が
あ
ろ
う
か
。

明
治
初
期
、
各
地
医
学
校
で
使
わ
れ
て
い
た
「
外
科
通
論
」
の
教
科
書
は
佐
藤
進
と
シ
ュ
ル
ッ
ェ
（
山
崎
、
石
黒
訳
）
の
も
の
で
い
わ
ば
二

分
さ
れ
て
い
た
。
前
者
は
ビ
ル
ロ
ー
ト
の
教
科
書
の
蟇
訳
で
あ
る
が
、
後
者
即
ち
シ
ュ
ル
ッ
ェ
の
そ
れ
は
誰
の
原
著
を
基
に
テ
キ
ス
ト
を
編

ん
だ
の
か
、
今
ま
で
調
べ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

著
者
は
、
そ
れ
を
シ
ュ
ル
ッ
ェ
の
師
バ
ル
デ
レ
ー
ベ
ン
の
《
Ｆ
①
耳
目
８
号
Ｈ
ｏ
巨
月
員
唱
①
匡
己
Ｏ
Ｒ
Ｒ
目
白
邑
①
胃
①
葛
あ
た
り
で
は
な
い
か

該
テ
キ
ス
ト
は
、
鴎
外
が
シ
ュ
ル
ッ
ェ
の
講
義
を
一
部
漢
字
で
同
書
に
書
込
み
、
師
に
悪
ふ
ざ
け
と
と
ら
れ
、
結
果
と
し
て
ク
ラ
ス
二
十
八
人
中

八
番
に
し
か
な
れ
ず
留
学
の
機
会
を
失
っ
た
元
凶
（
証
拠
品
）
と
し
て
、
種
々
鴎
外
ア
ル
バ
ム
（
最
新
の
も
の
で
は
、
新
潮
社
版
、
一
九
八
五
）
に

掲
載
さ
れ
、
妙
な
所
か
ら
有
名
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
著
者
も
か
っ
て
、
そ
の
一
葉
を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
（
日
本
医
事
新
報
三
二
二
九
号
、
七

（
几
）

三
頁
、
一
九
八
六
）
。
因
に
、
本
テ
キ
ス
ト
は
山
崎
ら
の
同
僚
山
田
良
叔
に
よ
り
「
通
論
」
に
先
立
ち
翻
訳
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
「
外
科
各
論
」
巻
上
・

下
、
一
八
八
三
）
。

は
言
及
し
て
い
な
い
。

付
記
シ
ュ
ル
ッ
ェ
は
外
科
各
論
の
テ
キ
ス
ト
（
《
↑
豆
①
く
（
）
尽
日
侭
①
号
Ｈ
ｇ
①
Ｑ
①
房
百
○
三
日
侭
吊
・
〕
）
も
残
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
触
れ
な
い
。

い
ず
れ
検
討
し
た
い
。
た
だ
津
山
が
（
氏
の
関
心
は
森
鴎
外
旧
蔵
本
の
書
込
み
に
集
中
す
る
も
）
本
テ
キ
ス
ト
を
論
じ
て
い
る
が
、
種
本
に
つ
い
て

ま
と
め
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と
推
定
し
た
。
か
つ
、
該
書
は
わ
が
国
に
お
い
て
未
だ
そ
の
影
響
（
受
容
）
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、
シ
ュ
ル
ッ
ェ
の
テ
キ
ス
ト
の
訳
本
は
山
崎
ら
の
「
外
科
通
論
」
（
一
八
八
二
）
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
に
書
誌
事
項
不
明
の
同
題

の
害
が
二
種
類
印
刷
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら
二
言
は
恐
く
済
生
学
舎
な
ど
で
明
治
十
七
年
以
前
教
科
書
に
用
い
ら
れ
て
い
た

私
的
な
も
の
（
無
届
出
版
）
と
推
断
し
た
。

燗
筆
に
際
し
、
資
料
の
閲
覧
複
写
を
許
さ
れ
た
名
古
屋
大
学
、
東
北
大
学
、
新
潟
大
学
、
国
立
教
育
研
究
所
各
附
属
図
書
館
、
文
京
区
立
鴎
外
記

念
本
郷
図
書
館
各
位
並
に
教
示
便
宜
を
戴
い
た
胃
．
函
ぐ
曾
己
９
（
ド
イ
ツ
）
、
中
野
美
智
子
（
新
潟
大
学
）
の
両
氏
に
深
謝
す
る
。

へへへ

こ己九
………

文
献
お
よ
び
注

（
一
）
小
関
恒
雄
、
わ
が
国
初
の
近
代
法
医
学
書
、
医
海
時
報
、
六
四
二
号
、
三
頁
、
一
九
七
五
。

（
二
）
小
関
恒
雄
、
御
雇
解
剖
学
教
師
ギ
ー
ル
ケ
と
デ
ィ
ッ
セ
、
日
本
医
史
学
雑
誌
、
二
八
巻
、
三
一
七
～
三
二
七
頁
、
一
九
八
二
。

（
三
）
小
関
恒
雄
、
御
雇
教
師
エ
ル
ン
ス
ト
・
チ
ー
ゲ
ル
（
二
）
、
日
本
医
史
学
雑
誌
、
二
九
巻
、
四
二
～
四
九
頁
、
一
九
八
三
。

（
四
）
弓
．
国
朋
農
匡
（
北
村
智
明
、
小
関
恒
雄
訳
）
、
『
明
治
初
期
御
雇
医
師
夫
妻
の
生
活
」
、
玄
同
社
、
一
九
八
七
。

（
五
）
「
東
京
の
理
科
系
大
学
」
（
都
市
紀
要
二
）
、
都
政
史
料
館
、
一
九
六
四
。

（
六
）
小
関
恒
雄
、
明
治
初
期
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
生
動
静
一
覧
（
二
）
、
日
本
医
史
学
雑
誌
、
三
六
巻
、
二
二
九
～
二
四
七
頁
、
一
九
九
○
。

（
七
）
小
関
恒
雄
、
明
治
初
期
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
生
動
静
一
覧
（
一
）
、
日
本
医
史
学
雑
誌
、
三
三
巻
、
三
一
七
～
三
二
七
頁
、
一
九
八
七
。

（
八
）
当
時
、
教
師
の
講
義
し
た
ノ
ー
ト
を
「
私
二
印
刷
セ
ン
コ
ト
ヲ
謀
ル
者
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。
或
い
は
山
崎
ら
で
な
く
全
く
他
人
が
「
稿
ヲ

窃
ン
テ
」
印
刷
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
（
永
松
東
海
『
生
理
学
』
一
八
八
○
、
序
文
よ
り
。
な
お
、
小
関
、
犯
罪
学
雑
誌

四
八
巻
一
号
一
九
八
二
参
照
）
。

『
陸
軍
軍
医
学
校
五
十
年
史
」
、

宮
島
幹
之
助
、
『
北
里
柴
三
郎
信

阿
知
波
五
郎
、
わ
が
国
外
科
に

校
五
十
年
史
」
、
陸
軍
軍
医
学
校
、
一
九
三
六
。

『
北
里
柴
三
郎
伝
』
、
北
里
研
究
所
、
一
九
三
二
。

わ
が
国
外
科
に
及
ぼ
し
た
ョ
－
ロ
ッ
パ
医
学
の
影
響
（
四
）
、
日
本
医
史
学
雑
誌
、
一
二
巻
四
号
、
二
～
七
六
頁
、
一
九
六
六
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（
な
お
『
阿
知
波
五
郎
論
文
集
」
上
、
思
文
閣
一
九
八
六
参
照
）
・

（
三
津
山
直
一
、
鴎
外
の
整
形
外
科
学
習
、
整
形
外
科
、
三
九
巻
、
二
五
～
二
六
、
二
七
七
～
二
七
八
頁
、
一
九
八
八
。

（
三
）
本
テ
キ
ス
ト
の
内
容
順
序
は
ほ
ぼ
バ
ル
デ
レ
ー
ベ
ン
本
の
、
Ｑ
也
産
の
そ
れ
に
相
当
す
る
こ
と
だ
け
を
指
摘
し
て
お
く
。（

新
潟
大
学
医
学
部
）
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、
Ｂ
［TextbookofSurgerybyW.Schultze,UsedattheTokyoMedical

AcademyintheEarlyMeijiEra

bvTsuneoKOSEKI

WilhelmSchultze,ProfessorofSurgeryoftheTokyoMedicalAcademy,wrote"Vortraegeder

AllgemeineChirurgie"forthebenefitofhisstudentsinaboutl880.
Theauthorexaminedthisbookandconcludedthatitwasbasedupon"LehrbuchderChirurgieund

Operationslehre''byProf.AdolfBardeleben,histeacherattheC/zαγ"'inBerlin.
Schultze'stextbookwastranslatedintoJapaneseandpublishedbyG.YamazakiandU.Ishiguro,his

studentsattheTokyoMedicalAcademy,in1884.

Thisversionwaswidelyusedasatextbookinmanymedicalschoolsatthattime,aswellasS・Sato's

translationof"DieAllgemeineChirurgischePathologieundTherapie"writtenbyProf.TheodorBillroth.

TheauthorfoundandintroducedtwodifferentJapaneseversionsofSchultze'stextbookprinted

withoutpermission.

｛
（
｝
唾
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